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はじめに

　（財）国際緑化推進センターでは，現在，途上国を
中心とした「人工林成長量データベース」（図 1）
の改良を進めている。これは，林野庁委託事業「平
成 22 年度　CDM植林総合推進対策事業（CDM植
林の企画立案実施を担う人材の育成）」の一環とし

て開発・改良を行っている，PDD作成支援ツール
の一つである。その内容および今後の改良方針等に
ついて紹介する。

概要

　京都メカニズムの一つであるCDM植林（A/R 
CDM）は，途上国における植林事業によるCO2 吸

図 1　人工林成長量データベース　操作画面



収量を，検証を経てクレジットとして発行する枠組
で，このクレジットは日本の削減目標達成や企業の
オフセット等に利用することが出来る。しかし，登
録プロジェクト数が 18 件（2010 年 12 月末時点）
と，2600 件以上ある排出源CDMに比べ少ない。
そのため，CDM植林事業を推進するため，登録の
ために必要とされる PDD（プロジェクト計画書）
を事業者が作成する際に参考となる支援ツールを整
備している。上記事業で整備を行っているツールは
3種類あり，他には，大規模CDM植林の追加性証
明の手法である投資分析が簡易に行える「投資分析
シミュレーションプログラム」や，今年度新たに
「CO2 吸収量簡易計算表」を開発する計画である。
　「人工林成長量データベース」（以下，データベー
スという）は，CDM植林による植林地がどういっ
た成長をするか予想するための経年変化データを提
供することを目的としている。具体的には，平成
21 年度事業による大幅な追加によって，44 ヵ国，
115 樹種，865 件について，既存の収穫表を基にし
て計算された人工林のヘクタール当たり材積（立木
材積）を収録している。とくにプロジェクトが実施
される途上国のデーターの収集に重きを置いている。

利用方法

　このデータベースは，Microsoft の Access とい
うデータベース用アプリケーションをベースにして
いる。利用者は，「国から選択」か「樹種から選択」
のどちらかのモードを利用して，収録された 865 件
の収穫表から必要なデータを検索できる。「国から
選択」の場合は，プルダウンメニューから目的の国
名を選択すると，その下の欄にその国で収穫表デー
タが収録されている樹種の一覧が表示される。樹種
を選択すると，該当する収穫表データの一覧が表示
され，それぞれについて画面右側に林齢，本数，樹
高，胸高直径，材積の数値が（あれば）表示される。
その下には，国名，樹種名に加えて，地位級，参考
データの出典が表示される。また，「参考データを
クリップボードに貼り付け」ボタンを押せば，表計
算ソフト等にデータをコピーすることが出来る。

　画面上には毎年の林分材積が表示されるが，出典
元には 5年ごとなど隔年のデータしかないものが多
いため，このデータベースに補間処理を行って収録
している。出典元にある数値なのか，補間処理に
よって推定した数値なのかは，参考データの右端の
欄を見れば判断できる。この「引用値／推定値」の
欄で，「1」が入っているのが引用値，「0」が入って
いるのが推定値である。PDDなどでこの数値を参
考にする際は必ず原典に当たり確認をとることをお
願いしたい。

今年度の改良方針

　今年度の改良方針は主に 3つある。一つ目は，引
き続き収録する収穫表データを追加することであ
る。CDM植林は途上国を対象とする枠組だが，目
的とする国・樹種のデータが本データベースにな
かった場合に，近隣の国・近縁の樹種で参考データ
を探せるよう，先進国のデータも追加している。ま
たこうした資料の蓄積は他の造林事業にも活用が可
能であると考えている。
　二つ目は，操作画面の英語化である。データベー
ス自体は日本に限らず利用可能なものであり，より
広く発信していくことを計画している。
　三つ目は，補間方法の統一である。現在収録して
いるデータの中に補間方法が異なるものがあり，
データ間の比較という観点からも，それらを一律の
取扱いにする必要がある。しかし，原典資料に記載
されている材積データの種類がまちまちで，それら
を統一的な表示にするのは工夫が必要である。
　特に問題になるのが主林木・副林木の各々のデー
タがある場合の取扱いである。全林木の合計のみで
ある場合は，その数値間を線形補間している（図
2）。一方で，主林木・副林木それぞれのデータがあ
る場合は，現在 3通りの補間方法が混在している。
つまり，①主副合計で線形補間，②主林木のみで線
形補間，③①②の間を通るような曲線近似　である
（図 3）。今回の改良で，②の方法に統一することと
した。これは日本国内の森林クレジット制度である
J-VERのルールを参考とし，CO2 吸収量の過大評



価を避ける目的である。

まとめ

　人工林成長量データベースは，平成 21 年度時点
で 865 件の収穫表データを収録しており，今年度の

追加で 1000 件を越える予定である。この貴重な
データはCDM植林に限らず，是非有効活用の道を
探っていきたいと考えているので，ご意見等をお寄
せ頂ければ幸いである。

図 2　全林分のみのデータの場合
図 3　主副それぞれのデータがある場合
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